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自
主
財
源
（
57
・
1
％
）

依
存
財
源
（
42
・
9
％
）

民生費
（38.3%）

教育費
（11.8%）

総務費
（11.7%）

土木費
（10.4%）

衛生費
（9.1%）

公債費
（8.3%）

消防費（4.6%）
農林水産業費（2.5%）
商工労働費（1.9%）
議会費・その他（1.2％）

民生費

教育費

総務費

土木費

衛生費

公債費

消防費

商工労働費

農林水産業費

議会費・その他

町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

都市計画税

その他

繰入金

国・県支出金

地方交付税

町税
　　 45億27万円

交付金

町債

地方譲与税

歳出 歳入

町　税
（41.1％）

繰入金（7.2%）

その他（8.7%）

国・県支出金
（18.6%）

地方交付税
（11.1%）

交付金（7.2%）

町債（5.1%）
地方譲与税（1.0％）

21億520万円

20億198万円

1億1,506万円

1億8,500万円

9,303万円

9億5,760万円

7億8,779万円

20億3,384万円

12億1,000万円

7億8,500万円

5億5,850万円

1億1,200万円

41億9,443万円

12億8,847万円

12億8,450万円

11億3,866万円

9億9,723万円

9億1,017万円

5億723万円

2億967円

2億7,858万円

1億3,606万円

町民税、固定資産税、軽自
動車税など

特定の事業に対して国や
県が支出するもの

財源確保を図るため基金
から取り崩すもの

地方公共団体間の収入の
格差を調整するために国
から交付されるもの

都道府県が徴収した税の
一部を市町村に対して交
付するもの

国が国税として徴収し、一
定の基準により地方公共
団体に譲与するもの

借入金

高齢者福祉、障がい者福祉、保育所・児童
館の管理運営、福祉医療などの経費のほ
か、国民健康保険や介護保険、後期高齢
者医療の特別会計への支出も含む

学校教育、生涯学習、スポーツ振興、学校
給食のほか、それぞれの施設の維持管理
などに要する経費

庁舎や財産の管理、戸籍、統計調査、徴
税、選挙、交通安全対策などの経費

道路・公園の建設や維持管理、町営住宅
の管理などの経費のほか、下水道事業特
別会計に対する支出も含む

健康で衛生的な生活環境を維持するた
め、各種健診、予防接種、保健センターの
運営や休日・夜間診療、環境保全、ごみ処
理、リサイクル推進などの経費

火災、地震など、災害から町民の生命、財
産を守り、これらの災害の防除と被害を
軽減させるために要する経費

地域における商工業の振興を図るための
経費のほか、消費生活センターの運営や
観光推進などの経費

農業の振興を図るため各種基盤の整備、
技術の普及や支援などに要する経費

町が借り入れた地方債（借金）を返済する
ための経費

令和元年度予算の概要を発表します

※金額や比率は端数処理のため、合計で合わない場合があります。

一般会計予算額 109億4,500万円一般会計予算額 109億4,500万円一般会計予算額 109億4,500万円

「子育てと福祉に重点」持続可能なまちづくり予算「子育てと福祉に重点」持続可能なまちづくり予算「子育てと福祉に重点」持続可能なまちづくり予算
　令和元年度の予算編成は、「財政健全化」と「人口減少対策」の２本の柱を堅持し、「第５次玉村町総合計画後期
基本計画」「玉村町まち・ひと・しごと創生総合戦略」にもとづき、「未来への投資」「子育て支援」「教育の充
実」を主軸に重点配分を行いました。
　一般会計予算の総額は、１０９億４，５００万円（対前年度０．５％増）を計上し、一般会計や企業会計などすべての会
計を合わせた予算総額は、１９９億３，２７７万円（対前年度１．８％増）となりました。
　本町の財政状況は、社会保障関連経費の増加をはじめ、公共施設の老朽化への対応などにより厳しい状況が続いて
います。今後も引き続き、本町が将来にわたって持続可能な「安全で安心して暮らせる魅力あるまちづくり」を進め
るため、「未来への投資」と「歳出改革」による財政健全化の取り組みを推進し、健全な行財政運営を目指します。

総務課財政係☎ 64－7751
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令和元年度●予算の概要

一般会計の
主要事業
一般会計の

事業
一般会計の
主要事業

★南幼稚園改修による民間保育所の整備（改修）の支援（1億9,473万円）
★新規民間保育所の誘致、施設整備の支援（用地取得、造成）（3,000万円）
★妊婦歯科健診の実施（130万円）
★「子ども食堂」や「学習支援」の活動支援（8万円）
★英語教育活動を行う民間保育施設への補助（36万円）
★外国人の抱える問題や相談に対応する「多文化共生社会」実現に
向けた取り組み（64万円）
★県のバス高速輸送システム（BRT）の導入に伴い、公共交通の
整備、充実を図る（100万円）
●高崎玉村スマートＩＣ周辺地区開発に向けた測量、調査（3,865
万円）
●与六分前橋線の利根川架橋の建設に向けての促進事業（103万円）

未来への投資・子育て支援・教育の充実

重 点 

★一定の区域内を時速30kmの速度規制とする「ゾーン30」の導入
（300万円）
★防犯機能を備えた電話機および電話機用防犯録音機器購入費の一
部助成（20万円）
●「ばら制定都市会議・ばらサミット」の開催（136万円）
★ごみ出し情報を知らせるスマホアプリの提供、ごみ出しパンフレ
ットの外国語翻訳版の作成（120万円）
★空き家の除却費用の一部補助（300万円）

その他重点事業

★ポイントを付与するボランティア活動の推進（62万円）
★玉村町に移住し、一定の要件のもと県内で起業または就業する
人を支援する（200万円）
・県立女子大学の学生からアイデアを募集する地域活性化プラン
コンテストの開催（6万円）
●町内の賃貸住宅に居住し、地域活動をする県立女子大学の学生
を対象に家賃補助を行う（220万円）
●たまむらの風景フォトコンテストの開催（75万円）

地方創生・総合戦略

高崎玉村スマートIC周辺地区

「第2回たまむらの風景フォトコンテスト」
グランプリ作品

プ ロ ジ ェ ク ト
★：新規事業
●：一部新規または拡充事業
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1

★全小中学校に教員の事務作業を補助するスクール・サポート・スタッ
フを配置する（287万円）
★放課後活動支援、教員の質的向上のためのプロジェクト（180万円）
●小中学校教育、校務用コンピュータの整備（6,737万円）
・生涯学習ニーズに対応した町民各種教室、さわやか教室の開催（79万円）
●古墳や神社等史跡の保存管理を行う（275万円）
★社会体育館長寿命化改修の調査（400万円）

2
教育・文化分野
【心豊かな人材を育み、郷土の歴史・文化を大切にするまち】

健康・福祉分野
【子育てしやすく、健康で安心して暮らせるまち】
●子育て世帯をサポートするファミリー・サポート・センターへの助成（499万円）
★玉村小学校放課後児童クラブの運営（1,966万円）
●芝根小学校放課後児童クラブ開設の準備（214万円）
★民間放課後児童クラブ「がんばりっこクラブにしきの」の運営支援（812万円）
★「地域福祉計画」（232万円）、「成年後見制度利用促進基本計画」（15万円）、「自殺対策計画」（37万円）の推進
●新生児の聴覚検査の実施（93万円）　★生活習慣病の予防と改善の推進（8万円）
・小中学生給食費の一部免除（2,209万円）

3

●有害鳥獣駆除の拡充を図る（100万円）
●道の駅「玉村宿」での地場特産品を活かした新商品・新メニューの開
発やＰＲ活動を行う（20万円）
●農業用水路の設計（川井地区）、改修工事（上之手地区）（3,656万円）
・「地域おこし協力隊員」が町の魅力発信のための企画運営や情報発信を行う（791万円）
・花火大会（1,200万円）、ふるさとまつり（500万円）、産業祭（380
万円）の開催

4
産業経済分野
【地域経済が元気で就業機会に恵まれたまち】

自然・環境・安全分野
【豊かな自然と共生する、安全で環境に優しいまち】
●北部公園の管理運営の委託、大型遊具の改修工事（2,446万円）
●クリーンセンター管理運営、改修工事（3億8,473万円）
★災害図上訓練（DIG）、避難所運営ゲーム（HUG）の実施（11万円）
●水防センター（仮称）の建設（4,601万円）
●カーブミラーやガードレールなどの交通安全施設の更新、設置（866万円）

分 野 別 計 画 事 業★：新規事業
●：一部新規または拡充事業

玉村小学校放課後児童クラブ

軍配山古墳

北部公園

写真左：地域おこし協力隊  戸井田さん

令和元年度●予算の概要
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●文化センター周辺まちづくり事業（宅地造成、道路築造、公民
館建設、バスターミナルの整備等）（3億211万円）
・文化センター周辺開発に伴い、土地を購入した定住世帯に奨励金を交付（300万円）
★町営住宅に設置された火災警報器の更新（70万円）
●町道103号線道路改良事業（7,701万円）　★たまりんや路線バス等の公共交通網再編のための会議（20万円）

5

H30H27 H28

108億
9,500万円

R1

109億
4,500万円

H29

111億
6,200万円 108億

9,100万円

117億
2,000万円

会計別予算

住民一人あたり一般会計予算額の推移
（人口36,467人　H31.4.1）

一般会計当初予算額の推移

100,000

90,000

110,000

120,000

150,000

130,000

140,000

H30H28 H29H27

123,163123,163

299,026

R1

123,407123,407

300,134

120,894

303,109

121,340

296,935

118,007

317,117

特
別
会
計

会計名
一般会計  

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護予防サービス事業
下水道事業
宅地造成事業
小計 

水道事業 
合計 

令和元年度
109億4,500万円
35億1,278万円
3億683万円

24億7,006万円
445万円

12億5,250万円
5億5,787万円
81億448万円
8億8,329万円

199億3,277万円

平成30年度
108億9,500万円
35億2,282万円
2億9,612万円
24億5,686万円

422万円
13億4,000万円
2億1,309万円
78億3,310万円
8億5,570万円

195億8,380万円

伸び率（％）
0.5%

△0.3%
3.6%
0.5%
5.5%

△6.5%
161.8%
3.5%
3.2%
1.8%

★自主防災組織が行う地域防災活動を支援（135万円）
★中学生海外派遣先のエレンズバーグからボランティアや家族を招致し
相互交流を図る（90万円）
★会計年度任用職員制度の導入に伴う法規整備や職員研修の実施（135万円）
★第６次玉村町総合計画の策定（866万円）
●ふるさと納税の奨励、地元産業の振興を図る（3,290万円）

6
協働・行財政分野
【地域力を発揮する、住民主役のまち】

都市基盤分野
【コンパクトで利便性と快適性が高いまち】

※当初予算については、総務課財政係（役場３階）、町立図書館、社会体育館、労働者センターにある「平成31年度玉村町予算書及び予算に関する説明書」をご覧ください。

★：新規事業
●：一部新規または拡充事業

文化センター周辺地区

地域防災活動の様子




